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③平和都市宣言
（60.12.3）

広
報

世界の恒久平和は､人類共通の願いである。
しかしながら、今日なお世界の動きは、核戦争の危機をはらみ、
誠に憂睡にだえない。
わが国は唯一の被曝国として、核兵器の恐ろしさと、被爆者の苦
しみを全世界の人々に訴え、再び広島・長崎の惨禍を繰り返しては
ならない。

我孫子市は市民の生命と安全を守るため、いかなる国のいかなる
核兵器に対しても、その廃絶を求め、ここに平和劉市を宣言する。
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夏の交通事故防止運動
B月別曰く金刀まで実施中

交
通
事
故
は
依
然
と
し
て
後
を
絶
た
ず
、
県
内
の
交
通
事

故
死
亡
者
数
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
－
位
と
最
悪
の
状
態
で
す
。

夏
休
み
期
間
中
は
行
楽
な
ど
出
か
け
る
機
会
も
多
く
、
ち
ょ

っ
と
し
た
気
の
ゆ
る
み
か
ら
事
故
も
増
え
ま
す
。
お
互
い
に

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
ゆ
ず
り
合
い
の
精
神
で
交
通
事
故
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
。
Ⅱ
市
民
生
活
課
・
我
孫
子
警
察
署
Ⅱ

今
年
も
手
爽
沼
浄
化
の
願
い
を

込
め
て
手
賀
沼
花
火
大
会
が
、
８

月
７
日
（
土
）
午
後
７
時
か
ら
８
時

釦
分
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

我
孫
子
市
、
柏
市
、
沼
南
町
の

２
市
１
町
合
同
で
礎
大
に
夜
空
を

彩
る
花
火
を
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い

で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
８
月
７
日
（
土
）
午
後
７

時
か
ら
８
時
”
分
ま
で
〈
雨
天
・

荒
天
の
場
合
は
８
日
（
日
）
、
塑
日

〈
日
）
に
順
延
〉

▼
我
孫
子
会
場
打
ち
上

げ
場
所
手
黄
沼
公
園

沖
の
湖
上

８
月
即
日
（
金
）
ま
で
「
夏
の
交

通
事
故
防
止
運
動
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

７
月
溺
日
現
在
、
県
内
の
交
通

事
故
死
亡
者
は
３
１
２
人
と
昨
年

同
時
期
に
比
べ
る
と
、
人
の
増
加
。

３
月
幻
日
に
全
国
ワ
ー
ス
ト
－
位

に
な
っ
て
以
来
、
不
名
誉
な
記
録

を
続
け
て
い
ま
す
。

夏
休
み
期
間
中
は
ゞ
家
族
や
グ

ル
ー
プ
な
ど
で
海
山
に
出
か
け
る

機
会
も
増
え
、
開
放
的
な
気
分
に

な
り
が
ち
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気

の
ゆ
る
み
が
ま
ね
く
交
通
事
故
が

多
く
発
生
し
ま
す
。

交
通
事
故
は
、
加
害
者
と
被
害

者
の
ど
ち
ら
か
ら
も
、
今
ま
で
の

楽
し
い
生
活
を
一
瞬
に
し
て
恋
っ

て
し
ま
う
も
の
で
す
。

車
を
運
転
す
る
人
も
歩
行
者
も

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
も
う
一
度
交

当
日
は
午
後
６
時
か
ら
９
時
ま

で
右
図
の
と
お
り
交
通
規
制
が
行

わ
れ
ま
す
。
会
場
へ
は
電
車
・
バ

ス
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
手
黄
沼
花
火
大

交
通
事
故

の
防
止
を

交
通
規

t

0■
９
９
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■
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・
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制
手賀沼花火交通規制図

１
１
１

※
当
日
の
問
い
合
わ
せ
は
、
テ
ー

レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
霊
（
“
）
９
９
一一

９
９
（
午
前
８
時
か
ら
）
を
ご
一

利
用
く
だ
さ
い
。
一
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会
実
行
委
員
会
雲
距
）
３
１
３

１
市
商
エ
観
光
課
壷
（
顕
）
１

こ
の
時
期
は
、
行
楽
地
に
向
け

先
を
急
ぐ
あ
ま
り
ス
ピ
ー
ド
を
出

し
過
ぎ
た
り
、
行
楽
帰
り
の
疲
れ

か
ら
過
労
運
転
が
原
因
と
な
る
事

通
安
全
を
見
直
し
、
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
ゆ
ず
り
合
い
の
縮
神
で

交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

車
を
運
転
す
る

皆
さ
ん
ｌ
へ

子
供
た
ち
も
開
放
的
な
気
分
に

な
り
が
ち
で
、
路
地
か
ら
の
急
な

飛
び
出
し
な
ど
で
思
わ
ぬ
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
夏
休
み
中
は

特
に
次
の
点
に
注
意
し
て
安
全
運

転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◎
飛
び
出
さ
れ
て
も
止
ま
れ
る
よ

う
に
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に

◎
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
行
わ
な
い

◎
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
必
ら
ず
締
め

て
気
持
も
引
き
締
め
ま
し
ょ
う

ゆ
と
り
を
持
っ
た

ド
ラ
イ
ブ
計
画
を

0

6
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◎
ド
ア
や
窓
の
カ
ギ
は
一
つ
で
安

心
せ
ず
に
も
う
一
つ
余
分
に
掛
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
旅
行
な
ど
で
家
を
留
守
に
す
る

と
き
は
お
隣
り
に
ひ
と
声
か
け
て

夏
は
、
暑
さ
に
よ
る
気
の
ゆ
る

み
や
開
放
感
な
ど
か
ら
、
ド
ロ
ボ

ウ
や
痴
漢
な
ど
の
被
害
が
目
立
つ

と
き
で
す
。

み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
防
犯

に
心
が
け
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
夏
を
楽
し
く
安
全
に
過
ご
し
ま

１
‐
）
し
参
一
『
ノ
。

歩
行
者
や
自
転
車
を
利
用
す
る

人
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
、
事
故

に
遡
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
交
差
点
で
は
必
ら
ず
止
ま
っ
て

左
右
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

◎
車
の
直
前
直
後
の
横
断
や
飛
び

出
し
を
し
な
い

◎
信
号
や
横
断
歩
道
な
ど
安
全
に

渡
れ
る
場
所
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

◎
夜
間
に
自
転
車
で
外
出
す
る
と

き
は
、
車
の
運
転
者
に
確
認
し
や

す
い
よ
う
に
ラ
イ
ト
や
反
射
板
な

ど
光
る
物
を
付
け
ま
し
ょ
う

忍
び
込
み
の
防
止

空 故
も
増
加
し
ま
す
。

行
楽
や
帰
省
な
ど
の
際
は
交
通

渋
滞
も
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
ゆ

と
り
を
持
っ
た
ド
ラ
イ
ブ
計
画
を

立
て
ま
し
ょ
う
。

’ ’ 歩
行
者
や
自
転
車

の
皆
さ
ん
へ

8月3旧㈹まて

ヨ
の
防
廻
逼
動
畠
掴
申

き

Ｉ
心
と
窓
の
カ
ギ
を
か
け
犯
罪
の
防
止
を
Ⅱ

巣
や

◎
自
転
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
か
ら
離

れ
る
と
き
は
カ
ギ
を
掛
け
る
ほ
か
、

チ
ェ
ー
ン
錠
や
ワ
イ
ヤ
ー
錠
な
ど
、

他
の
カ
ギ
を
あ
わ
せ
て
使
用
し
ま

、
し
よ
、
フ
。

◎
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
必
ら
ず

キ
ー
を
抜
い
て
ド
ア
を
ロ
ッ
ク
し

ま
し
ょ
う
。

◎
車
内
に
は
免
許
証
や
蛍
垂
品
を

入
れ
て
遥
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し

よ
』
つ
。

◎
自
転
車
に
は
住
所
へ
．
氏
名
を
譜

お
き
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
。
オ
ー
ト
バ
イ

な
ど
の
盗
難
防
止

今
年
も
無
保
険
（
無
共
済
）
バ

イ
ク
対
策
協
議
会
（
警
察
庁
・

運
輸
省
等
）
で
は
、
９
月
１
日

（
水
）
か
ら
訓
日
（
木
）
ま
で
「
無

保
険
（
無
共
済
）
バ
イ
ク
を
な

く
そ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行

い
ま
す
。

２
５
０
皿
以
下
の
バ
イ
ク
に

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

無保険＜無共済〉
◆

バイクをなくそう
<自賠責保険の継続契約をお忘れなく＞

◎
暗
い
道
．
さ
み
し
い
場
所
で
の

一
人
歩
き
は
避
け
、
遠
回
り
で
も

明
る
く
人
通
り
の
多
い
道
を
通
り

ま
し
ょ
う
。

◎
帰
宅
が
遅
く
な
っ
た
と
き
は
家

族
に
迎
え
に
来
て
も
ら
う
か
、
タ

ク
シ
ー
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

◎
甘
い
誘
い
は
は
っ
き
り
と
断
り

ま
し
ょ
う
。

画
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
交

通
防
犯
係
・
防
犯
協
議
会

き
、
防
犯
登
録
も
し
て
お
き
ま
し

よ
、
フ
。

性 痴
漢
な
ど
に
よ
る

は
率
検
制
度
が
な
く
、
自
賠
壷

保
険
（
共
済
）
の
継
続
契
約
を
つ

い
忘
れ
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
無
保
険
（
無
共
済
）

の
バ
イ
ク
で
死
傷
事
故
な
ど
を

起
し
た
ら
大
変
で
す
。
高
額
の

掘
害
賠
償
責
任
を
負
っ
て
苦
労

し
て
い
る
例
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
パ
イ
ク
に
も

自
賠
斑
保
険
（
共
済
）
へ
の
加
入

が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。も

し
、
無
保
険
（
無
共
済
）

の
バ
イ
ク
で
走
る
と
、
６
か
月

以
下
の
懲
役
や
５
万
円
以
下
の

嗣
金
が
科
せ
ら
れ
る
ほ
か
、
免

許
の
停
止
処
分
も
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

万
一
、
契
約
切
れ
に
な
っ
た

場
合
は
、
お
近
く
の
損
害
保
険

会
社
や
代
理
店
（
バ
イ
ク
・
自

転
車
店
）
、
腱
協
等
で
継
続
の

手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

交
通
防
犯
係

犯
罪
の
防
止』

下総基地 米軍機使用絶対反対の
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手
震
沼
再
生
の
願
い
を
込
め
て

開
催
し
て
い
る
「
第
８
回
手
演
沼

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
審
盃
会
が

夏の星空を観察しよう斉
藤
博
嗣
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に

▼
第
８
回
手
賀
沼
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
▲

ｽｸ曰””ﾝグ
参加者募集

ス
タ
ー
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
全
国
星
空
継
続
観
察
）

は
、
身
近
な
星
空
の
観
察
を
通
し

て
、
大
気
保
全
・
地
球
環
境
保
全

の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と

環
境
庁
が
主
体
と
な
っ
て
行
っ
て

い
る
も
の
。
夏
は
こ
と
座
の
お
り

ひ
め
星
（
ベ
ガ
）
の
周
辺
冬
は

す
ば
る
星
団
（
プ
レ
ア
デ
ス
星
団
）

を
対
象
に
観
察
し
ま
す
。

双
眼
鏡
が
必
要
で
す
が
、
ど
な

た
に
も
簡
単
に
ご
自
宅
で
観
察
で

き
ま
す
。
レ
ン
ズ
か
ら
見
る
星
空

は
驚
き
と
感
動
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

夏
休
み
の
自
由
研
究
の
テ
ー
マ

と
し
て
も
最
適
。
星
や
大
気
な
ど

自
然
環
境
に
興
味
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
顧
察
日
８
月
中
旬
か
ら
下
旬

の
条
件
の
良
い
一
日

▼
観
察
場
所
観
察
者
の
自
宅
周

辺▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
寵

話
で
環
鈍
保
全
課
公
害
対
策
係
容

弱
）
１
１
１
１
内
線
５
６
９

q

７
月
２
日
（
金
）
に
行
わ
れ
、
応
募

作
品
総
数
１
９
３
点
の
中
か
ら
、

ひ
ろ
つ
ぐ

斉
藤
博
嗣
さ
ん
（
松
戸
市
）
の
作

ｌ
品
湖
面
残
態
が
最
優

秀
賛
に
輝
き
ま
し
た
。

な
お
、
例
年
ど
お
り
応

募
作
品
の
中
か
ら
、
来
年

の
手
賀
沼
カ
レ
ン
ダ
ー
を

作
成
す
る
予
定
で
す
。

そ
の
ほ
か
の
入
武
者
は

一
一
》
。

▲
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
斉

藤
博
嗣
さ
ん
の
作
品

『
湖
面
残
照
」

手
黄
沼
水
賛
浄
化
対
策
協
議
会

の
平
成
５
年
度
総
会
が
、
６
月
調

日
（
火
）
手
寅
沼
親
水
広
場
「
水
の

館
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
協
議
会
は
、
水
質
汚
濁
が
深

刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
手
賀
沼

の
水
費
浄
化
を
進
め
る
た
め
、
昭

ｉ
『
顧
瑠
喝
Ｉ

山
崎
幸
一
（
流
山
市
）

＊
我
孫
子
市
鐵
会
識
長
賞

佐
々
木
幹
雄
（
藤
代
皿

＊
我
孫
子
市
教
育
長
賞

大
田
渡
（
鎌
ケ
谷
市
）

◎
佳
作
小
熊
昇
吾
へ
佐
藤
東
、

い
睡
あ
き

渡
来
俊
夫
、
月
村
五
百
秋
、
大
岡

修
、
渡
辺
義
光
、
宮
崎
博
行
、
岩

井
正
一
、
高
橋
富
栄
、
小
田
川
雅

朗
、
佐
々
木
博
英
、
森
か
ず
お
、

恩
田
い
つ
子
、
垣
花
泰
三

◎
特
別
賞
鍛
冶
田
茂
郎

入
賞
作
品
は
８
月
翠
日
（
且
ま

で
手
賀
沼
親
水
広
場
「
水
の
館
」

２
階
展
示
室
に
展
示
し
ま
す
。

手
震
沼
の
美
し
い
自
然
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
琿
境
保
全
課

寺賀沼水質浄化対策協議会 手
賀
沼
水
質
浄
化
対
策
協
議
会

「

平
成
５
年
度
総
会
で
宣
言
文
を
採
択

鳥ハ

和
卵
年
に
千
葉
県
、
我
孫
子
市
を

含
む
流
域
５
市
３
町
な
ど
の
関
係

機
関
に
よ
り
設
立
。
広
報
活
動
や
、

国
へ
の
陳
情
、
水
質
浄
化
に
か
か

国
へ
の
陳
情
、
水
質
浄
化
に
か
か

わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
推
進
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。

総
会
に
は
会
長
の
沼
田
県
知
事
、

副
会
長
の
大
井
市
長
を
は
じ
め

１
０
８
名
が
出
席
し
、
事
業
計

一
画
案
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い

一
ま
し
た
。

本
年
度
の
事
業
と
し
て
先

一
進
地
視
察
・
研
修
会
の
実
施
、

一
啓
発
活
動
、
関
係
機
関
の
陳
情

一
な
圭
蒄
諏
鋺
詫
錐
罐
畷
織
浄
ぱ

▲
総
会
で
あ
い
さ
つ
す
る
大
井

市
長

５
か
年
計
画
」
及
び
「
手
寅
沼
に

係
る
湖
沼
水
質
保
全
計
画
」
を
識

極
的
に
支
援
し
、
手
賀
沼
を
美
し

い
沼
と
し
て
我
々
の
子
孫
に
継
承

す
る
た
め
、
関
係
者
が
一
体
と
な

っ
て
沼
を
浄
化
し
て
ゆ
く
』
と
の

宣
言
文
を
採
択
し
、
水
質
浄
化
事

業
を
さ
ら
に
推
進
し
て
ゆ
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

，

国際脳性麻痘者ｽボー ﾂ大会

に出場

死
亡
後
、
身
元
が
分
か
ら
な
い

た
め
に
適
体
の
引
き
取
り
手
が
無
く
、

市
町
村
の
無
縁
墓
地
に
葬
ら
れ
て

い
る
身
元
不
明
者
は
、
昭
和
弱
年

以
降
千
葉
県
内
で
４
０
０
体
、
全

国
で
は
１
万
９
０
０
体
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
千
葉
県
警
察
で

は
、
こ
れ
ら
の
身
元
を
確
認
す
る

た
め
「
行
方
不
明
者
を
捜
す
相
談

所
」
（
下
表
参
照
）
を
開
駿
し
、

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

▼
相
談
時
間
午
前
９
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
県
警
本
部
鑑
識

課
壷
０
４
３
（
２
２
７
）
９
１
３

１
内
線
７
７
０
１
２
３
３
９

国
際
脳
性
麻
癖
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
言
ビ
ン
フ
ッ
ド
大
会
）
が
８

月
２
日
（
月
）
か
ら
９
日
（
月
）
ま
で

イ
ギ
リ
ス
・
ノ
ッ
チ
ン
ガ
ム
市
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

同
大
会
に
出
場
す
る
上
村
明
子

さ
ん
（
写
真
）
と
吉
田
真

理
子
ざ
ん
は
、
７
月
皿
日

（
水
）
、
大
井
市
長
を
訪
ね
、

「
い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
と

交
流
し
た
ど
と
力
強
く

あ
い
さ
つ
・
大
井
市
長
は
、

「
２
人
の
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
」
と
激
励
し
ま

し
た
。

◆
◆
ご
相
談
く
だ
さ

方
不
明
者
を
捜
す

ぐ
相
談
日
程
。
会
場

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

水道の責任技術者･給水装置

技術者資格試験の実施相
談
所
開
設

r’

8月13日(金）

■

水
道
工
率
の
設
計
は
責
任
技
術

者
の
査
格
を
持
っ
た
方
が
、
ま
た
、

施
工
は
給
水
装
謹
技
術
者
の
資
格

を
持
っ
た
方
が
行
う
こ
と
が
市
の

水
道
事
業
給
水
条
例
施
行
規
程
で

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

水
道
局
で
は
査
格
取
得
試
験
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
受

験
を
希
望
す
る
方
は
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
講
習
日
８
月
型
日
（
火
）

▼
試
験
日
８
月
泌
日
（
水
）

▼
場
所
手
賀
沼
親
水
広
場
「
水

の
館
」
３
階
研
修
室

▼
受
付
期
間
８
月
９
日
（
月
）
か

ら
週
日
（
金
）
午
前
９
時
か
ら
午
後

４
時
▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
水

道
局
に
用
意
し
て
あ
る
受
験
申
込

書
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
大
き

さ
縦
訓
ミ
リ
×
横
型
ミ
リ
の
写
真

２
枚
と
受
験
手
数
料
５
０
０
０
円

を
添
え
て
、
直
接
、
水
道
局
経
営

管
理
課
経
営
管
理
係
垂
虚
）
０
１

１
１
へ
い
◆
◆

■

I ’｜
I

－

古利根沼自然環境

調査報告書まとまる

市
で
は
古
利
根
沼
の
生
態
系

に
関
す
る
調
査
を
行
い
「
古
利

根
沼
自
然
環
境
調
査
報
告
書
」

（
写
真
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
調
遜
は
、
悪
化
し
つ
つ

あ
る
古
利
根
沼
の
現
況
を
把
握

す
る
た
め
に
、
平
成
４
年
度
に

市
が
行
っ
た
も
の
。

報
告
密
は
Ａ
４
判
、
１
４
９

ペ
ー
ジ
の
自
然
調
査
報
告
書
と
、

Ｂ
５
判
、
髭
ペ
ー
ジ
の
鳥
類
編

々
吉例■嚢、■■■･口励

殉■日

Ｆ
７
ｌ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｒ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
‐
１
ｋ
‐

■宰勺甲ユロ

子■

－－
■

の
２
部
榊
成
で
、
古
利
根
沼

周
辺
の
植
物
、
魚
類
、
昆
虫
、

鳥
類
な
ど
の
生
息
状
況
を
わ

か
り
や
す
く
説
明
。
今
後
の

古
手
根
沼
及
び
周
辺
の
保
全

の
た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
報
告
響
は
ご
希
望
の

方
に
、
図
譜
館
で
閲
覧
・
貸

し
出
し
を
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
環
境
保
全

課
環
境
保
全
係

【8月旧は水の日】

節水にご協力を

患
◎
シ
ャ
ワ
ー
や
蛇
口
の
開
閉
は
こ
ま
め
に

◎
風
呂
の
水
も
再
利
用
を

◎
洗
濯
は
た
め
す
す
ぎ
で

◎
歯
磨
き
は
コ
ッ
プ
に
く
ん
で
か
ら

◎
洗
車
は
バ
ケ
ツ
で

ｌ
北
千
葉
広
域
水
道
企
業
団
・
市
水
道
局
Ｉ

｜膿宇言T因1ﾕL口PI』尋I蝿即Rj三t－－1”ゾJ廷’

市
で
は
福
祉
総
合
計
画

を
作
り
、
福
祉
の
充
実
を

図
っ
て
ゆ
く
方
針
で
す
。

計
画
作
り
の
基
礎
壷
料
と

す
る
た
め
、
障
害
を
お
持

ち
の
方
々
の
生
活
お
よ
び

介
助
の
実
態
な
ど
に
つ
い

て
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
と
な
っ
た
方
は
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。▼
実
施
期
間
８
月
７
日

（
土
）
か
ら
即
日
（
金
）
ま
で

▼
調
査
対
象
障
害
者
手

帳
ま
た
は
療
育
手
帳
を
お

持
ち
の
方
の
中
か
ら
無
作

為
に
抽
出

▼
人
数
５
０
０
名

▼
方
法
郵
送
に
よ
る

▼
問
い
合
わ
せ
障
害
福

祉
課
障
害
福
祉
係
壷
露
）

１
１
１
１
内
線
３
７
６

相談日程
一一一_－

8月6日(金）

8月10日(火）

8月16日(月）

8月20日(金）
一一

8月24日(火）

8月27日(金）

8月1日から31日

(土・日曜日は除く）

会場

茂原警察署

船橋警察署

木更津警察署

柏警察署

市川警察署

銚子警察署

佐倉警察署

県警察本部鑑識課
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句

健康ガイド
身
体
測
定
、
赤
ち
ゃ
ん
体
操
、
の
無
料
券
（
３
～
６
か
月
用
、
９

B月の日曜‘休日当番医
し診療時間午前9時から午後5時

し持参するもの保険証と診療費
電
一

芽
一

8月24日㈹

0

※
乳
児
健
診
は
、
母
子
健
康
手
帳

←

で
？

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
心
の
悩

み
を
持
っ
た
人
の
た
め
に
糖
神
衛

生
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

心
の
持
ち
方
ひ
と
つ
で
ず
い
ぶ

ん
変
わ
る
も
の
で
す
。
一
人
で
悩

ま
ず
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
き
い
・

▼
申
し
込
み
電
話
で
予
約
（
日

時
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

▼
担
当
神
経
内
科
医
横
山
達

郎
氏〈

飼
う
と
き
の
き
ま
り
〉

◎
犬
は
生
ま
れ
て
瓢
日
以
上
に
な

っ
た
ら
、
動
物
病
院
で
狂
犬
病
予

防
注
射
を
受
け
、
保
健
セ
ン
タ
ー

で
登
録
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
犬
の
放
し
飼
い
は
県
条
例
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
犬
・
猫
は
捨
て
る
と
法
律
で
髄

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

〈
不
幸
な
命
を
増
や
さ
な
い
〉

◎
犬
・
猫
の
子
ど
も
が
増
え
す
ぎ

犬
。
猫
琶
飼
っ
て
い
る
人
へ

て
困
る
場
合
は
、
獣
医
師
に
相
談

し
て
子
ど
も
が
生
め
な
い
よ
う
に

手
術
を
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

◎
飼
え
な
く
な
っ
た
時
は
、
育
て

て
く
れ
る
人
を
捜
す
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
そ
れ
が
ダ
メ
な
場
合
は

柏
保
健
所
ま
た
は
保
健
セ
ン
タ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
責
任
を
も
っ
て
、
最
後
ま
で
面

倒
を
み
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
ー

岳

~ … … … … 唾

》
健
康
メ
モ
⑰

犀

市
で
は
《
我
孫
子
市
歯
科
医
師

会
の
協
力
を
得
て
、
鮨
歳
以
上
の

在
宅
の
ね
た
き
り
高
齢
者
で
、
通

院
に
よ
る
歯
科
診
療
を
受
け
る
こ

と
が
不
可
能
な
人
を
対
象
に
、
歯

科
医
師
に
よ
る
訪
問
診
療
と
歯
科

衛
生
士
に
よ
る
保
健
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。

移
り
や
す
い
皮
膚
病
の
ひ
と

つ
に
癖
癖
が
あ
り
ま
す
。
別
名

〃
ひ
ぜ
ん
〃
と
も
呼
ば
れ
、
ヒ
ゼ

ン
ダ
ニ
と
い
う
体
長
０
．
２
～

０
．
３
ミ
リ
程
の
小
形
の
ダ
ニ
の

一
種
が
皮
膚
の
一
番
外
側
の
角

質
に
住
み
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て

起
こ
る
皮
膚
病
で
す
。

第
２
次
世
界
大
戦
直
後
に
本

症
の
爆
発
的
流
行
が
あ
り
、
そ

の
後
激
減
し
ま
し
た
が
、
、
数

年
前
よ
り
少
し
ず
つ
増
え
は
じ

め
、
最
近
で
は
老
人
病
院
、
特

別
養
睡
老
人
ホ
ー
ム
、
障
害
児

の
た
め
の
施
設
な
ど
で
発
生
す

ね
た
き
り
高
齢
者
訪
問
歯

科
診
療
制
度
の
ご
利
用
を

１
Ｊ
０
０
ｊ
４
ｊ

ユ
ー
ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

４

ｊ

Ⅱ

１

１

１

日

■

■

。

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

▼
日
時
・
場
所
８
月
沁
日
（
木
）

午
後
１
時
か
ら
２
時
、
柏
保
健
所

▼
対
象
整
形
外
科
的
な
心
配
の

ね
た
き
り
状
態
と
い
う
こ
と
で
、

歯
科
診
療
を
あ
き
ら
め
て
い
る
人

は
い
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
費
用
は
原
則
と
し

て
保
険
診
療
で
老
人
医
療
の
受

給
者
証
が
使
え
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
指
導
係
壷
歸
）
１
１
３
１

、▼
対
象
平
成
２
年
５
月
生
ま
れ

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
尿

▼
日
時
８
月
３
日
（
火
）
午
後
０

こ
の
ヒ
ゼ
ン
ダ
ニ
は
指
の
ま
た
、

関
節
の
聖
側
わ
き
の
下
、
下
腹

部
、
陰
部
、
も
も
の
内
側
な
ど
皮

腐
の
や
わ
ら
か
い
部
位
を
好
ん
で

浸
す
性
質
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
部

位
に
赤
い
プ
ヅ
ブ
ツ
を
つ
く
り
ま

す
。
か
ゆ
み
は
強
く
、
特
に
夜
間

の
場
合
、
入
院
患
者
・
入
居
者
だ

け
で
な
く
介
謹
者
や
施
設
職
員
、

そ
の
家
族
ま
で
巻
き
込
ん
だ
集
団

的
大
発
生
を
み
る
こ
と
が
あ
り
、

そ
の
時
は
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
こ
と

さ
え
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

か
い折
癬

し
ゃ
べ
り
づ
ら
い
、
手
足
が
不

自
由
、
歩
き
づ
ら
い
な
ど
の
神
経

症
状
で
お
悩
み
の
方
は
ご
相
談
を
．

▼
日
時
。
場
所
８
月
四
日
（
木
）

午
前
９
時
か
ら
柏
保
健
所

▼
内
容
整
形
外
科
医
に
よ
る
診

察
・
指
導
、
保
健
婦
に
よ
る
相
雛

も
あ
る
よ
う
で
す
。

診
断
は
顕
微
鏡
検
査
で
、
病
変

部
か
ら
虫
体
や
虫
卵
を
検
出
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
ま
す
が
、

時
に
難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

治
療
は
殺
ダ
ニ
効
果
の
あ
る
外

せ
ん

用
剤
の
外
用
が
中
心
に
な
り
ま
す

が
、
硫
黄
の
沐
浴
剤
の
使
用
も
柿

助
療
法
と
し
て
勧
め
ら
れ
ま
す
。

ま
だ
患
者
さ
ん
の
着
て
い
た
下

蘓
寝
間
着
、
使
用
し
た
シ
ー
ツ
類

の
熱
湯
消
毒
や
寝
具
類
を
こ
ま
め

に
干
す
こ
と
も
癖
癖
の
伝
染
を
防

▼
日
時
８
月
加
日
（
金
）
、
９
月

３
．
画
日
（
金
）
、
午
後
１
時
か
ら

＝身体障害者福祉センター＝

’家庭
介護教室

『

３
時
▼
場
所
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
▼
内
容
寝
た
き
り
に
さ
せ
な
い

た
め
の
介
謹
方
法
、
起
き
る
、
座

る
な
ど
塞
本
動
作
の
介
助
方
法

▼
定
員
各
日
加
名

※
湖
北
駅
北
口
か
ら
送
迎
有
り

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
電

話
で
８
月
鵡
日
（
金
）
ま
で
に
同
セ

ン
タ
ー
壷
（
記
）
０
１
４
１
（
午
前

、
時
か
ら
午
後
４
時
）

▼
担
当
医
東
京
慈
恵
会
医
科
大

学
付
属
柏
病
院
内
科
医
長
中
林

治
夫
氏

▼
申
し
込
み
８
月
、
日
ま
で
に

電
話
で
柏
保
健
所
保
健
指
導
課
へ

▼
日
時
９
月
２
日
・
９
日
・
妬

日
・
翠
臼
・
鋤
日
の
５
回
、
午
後

１
時
か
ら

▼
場
所
県
立
柏
の
葉
公
園

▼
内
容
誰
話
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

▼
定
員
先
着
鋤
名
（
参
加
無
料
）

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
電

話
で
柚
保
健
所
保
健
指
導
課
栄
養

係
へ り

患
し
た
際
の
か
ゆ
み
の
強

さ
、
そ
の
伝
染
力
の
強
さ
か
ら

読
癬
は
特
に
注
意
す
べ
き
疾
患

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
湿

疹
な
ど
他
の
皮
膚
病
と
誤
診
さ

れ
て
ひ
ど
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
特
に
前
記
の
病
院
や
施

設
で
、
か
ゆ
み
が
強
い
皮
膚
疾

患
が
発
生
し
た
場
合
は
、
癖
癬

を
念
頭
に
お
い
た
専
門
医
の
診

察
を
早
目
に
受
け
る
こ
と
が
、

病
癖
の
集
団
的
発
生
を
防
ぐ
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
を
、
関
係

者
は
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
医

師
会
壷
（
配
）
５
５
２
５

’ 瞳

育
児
相
談

実施日 受付時間

8月3日㈹

8月10日㈹

午前9：15～9：45

(該当児）

9；45～10：30

(その伽臓のある方）

該当児

平成5年4月生

(通知がいきます）

0～6歳

(相談のある方）

日

1日

ー

8日

15個

22日

29日

望

病・医院名

我孫子つくし野病院

似烏内科医院

'我孫子聖仁会病院

小倉外科内科，

平和台病院

アビコ外科整形外科病院

賞船小児科医院

我孫子東邦病院

原田医院

電話

84-2211

82-9007

88-3111

82-0165

寺

89-1111

84-7321

88-1018

82-8166

88-3231

１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

8月19日

(木）

午前9時15分から10時30分

平
成
４
年
１
月
蝿
日

か
ら
汎
日
生
ま
れ

8月5日

(木）

平
成
４
年
１
月
１
日

か
ら
晦
日
生
ま
れ

’

期
日

受付

対
象

ム
シ
寵

予
防
教
室

健
鬘
辮
鏥
ほ
お
済
み
で
す
か

市
で
は
、
各
種
検
診
を
市
内
タ
ー
の
ご
案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
◎
子
宮
が
ん
検
診
（
無
料
）

委
託
医
療
機
関
で
哩
月
ま
で
行

っ
て
い
ま
す
。
今
年
に
な
っ
て

一
度
も
受
け
て
い
な
い
人
は
、

い
。
▼
対
象
鋤
歳
以
上
の
市
民

◎
成
人
病
健
診
（
無
料
）
◎
乳
が
ん
検
診
（
視
診
、
触
診

▼
対
象
如
歳
以
上
の
市
民
は
無
料
）

ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
▼
内
容
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、
▼
対
象
釦
歳
以
上
の
市
民

な
お
、
委
託
医
療
機
関
名
な
血
液
検
査
（
必
要
に
応
じ
て
心
電
囹
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ

ど
詳
し
い
こ
と
は
「
保
健
セ
ン
図
眼
底
・
血
糖
検
査
も
実
施
）
－

精
神
衛
生
相
談

夜間の急病のときは

言上奎麦丑(Sﾌ)1141

＝家庭児童相談室だより＝
凸

■

親が変われば
子も変わる

中
学
生
を
持
つ
ご
両
親
か
ら
、
親
は
子
ど
も
の
つ
ら
き
を
思
い

〃
男
の
子
は
親
に
何
も
話
さ
な
い
や
る
言
葉
を
か
け
て
あ
げ
ま
し

の
で
、
何
を
考
え
て
い
る
の
か
わ
ょ
う
。
親
が
変
わ
れ
ば
、
子
ど

か
ら
な
い
〃
と
い
う
言
葉
を
よ
く
も
も
変
わ
り
ま
す
。

聞
き
ま
す
。
家
庭
児
童
相
談
室
で
は
、
子

親
に
何
も
話
す
気
に
な
れ
な
い
育
て
で
様
毎
な
悩
み
を
持
つ
ご

子
ど
も
は
、
聞
か
れ
て
も
答
え
る
家
庭
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま

ど
こ
ろ
か
反
発
や
無
視
の
態
度
を
す
。
来
室
ま
た
は
電
話
で
お
気

と
る
ば
か
り
で
す
。
こ
の
こ
と
が
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密

両
親
を
怒
ら
せ
、
つ
い
親
の
権
威
は
固
く
守
り
ま
す
。

を
振
り
か
ざ
し
て
説
教
と
い
う
こ
▼
相
談
日
月
唯
日
か
ら
金
曜

と
に
な
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。

曇
睡
や
部
漬
友
だ
ち
関
係
な

ど
憾
み
の
多
い
中
学
生
時
代
。
傷

つ
い
た
心
を
持
つ
子
ど
も
に
、
両

日
（
午
前
、
時
か
ら
午
後
４
時
）

▼
相
談
場
所
。
問
い
合
わ
せ

児
童
保
育
課
家
庭
児
童
相
談
室

盆
（
鐘
１
１
１
１
内
線
３
５
２

お知らせ

8月の母親学

級、しあわせ学

級、肩こり腰痛

教室はお休みし

ます。

療
養
相
談

３
歳
児
健
康

神
経
難
病
相
談
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冷
戦
が
終
了
し
た
現
在
で
も
、

世
界
各
地
で
は
紛
争
が
な
く
な
り

ま
せ
ん
。
い
ま
こ
そ
、
平
和
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
書
名
（
著
者
・
編
）
＊
恐
怖
の

ア
ウ
・
ン
ユ
ヴ
ィ
ッ
ッ
（
永
井
清
彦
）

＊
い
の
ち
の
重
さ
（
澤
地
久
枝
）

＊
戦
争
と
子
ど
も
（
グ
リ
ー
ン
ピ

ー
ス
出
版
会
）
＊
ヒ
ロ
シ
マ
爆

心
地
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
局
原
爆
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
）
＊
ナ
ガ
サ

キ
は
語
り
つ
ぐ
（
長
崎
市
）
＊
戦

争
の
教
え
方
（
別
枝
篤
彦
）
＊
再

会
ベ
ト
ナ
ム
の
グ
ー
ち
ゃ
ん
（
早

乙
女
勝
元
）
＊
ミ
ユ
ン
ヒ
エ
ン

の
白
い
バ
ラ
（
山
下
公
子
）
＊
従

軍
慰
安
婦
と
は
何
か
（
千
田
夏
光
）

＊
子
ど
も
た
ち
は
泣
い
た
か
夛
ユ

ヴ
ア
ル
ベ
ル
ク
）

態
市
民
図
書
館

錘
湖
北
台
分
館

韻
布
佐
分
館

念
移
動
図
書
館

よ
い
本
を
読
む
楽
し
さ
を
、
み

ん
な
で
味
わ
い
ま
せ
ん
か
。
４
歳

か
ら
９
歳
の
ち
び
っ
子
集
ま
れ
。

▼
日
程
＊
８
月
５
．
四
日
（
木
）

お
は
な
し
’ 罎

一

腱
障
ル
陰

図
書
館

だ
よ
り

壷
（
“
）
１
１
１
０

壷
（
印
）
３
０
５
５

壷
（
鍋
）
１
３
１
１

壷
（
師
）
０
９
０
９

考案

：
・
市
民
会
館
第
４
会
議
室
＊
８

月
狸
・
泌
日
（
木
）
：
．
布
佐
分
館
お

は
な
し
の
へ
や

▼
時
間
午
後
４
時
か
ら
４
時
釦

分
ま
で

◎
湖
北
台
分
館
Ｉ
児
童
画
Ｉ

▼
展
示
期
間
・
作
者
８
月
５
日

か
ら
Ⅳ
日
秋
山
満
愛
子
（
下
ヶ

戸
）
、
今
井
彩
（
中
峠
）
、
地
引
香

央
里
（
下
ヶ
戸
）
、
服
部
隆
太
（
柴

崎
台
）
、
松
澤
広
希
（
下
ヶ
戸
）

▼
展
示
期
間
。
作
者
８
月
娼
日

か
ら
誕
日
秋
山
恵
倫
子
（
下
ヶ

戸
）
、
岩
崎
真
理
子
（
湖
北
台
）
、

清
田
淳
美
（
湖
北
台
）
、
後
藤
広
太

（
湖
北
台
）
ゞ
園
部
礼
（
高
野
山
）
、

| そよかせ号信舗:)B月の日程(蕊） ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ｽﾃｰｼｮﾝ名場所時間（午後）

湖北湖北地区公民館1:20～1:50

中峠中峠亀田谷公園2:10～2:50

青山台柴崎台4号公園3:10～4:00

平和台布佐南近隣センター2:00～2:40

新木野新木児童公園3:00～4:00

久寺家久寺家あけぼの公園2:00～2:45

つくし野東急ショッピングセンター裏3:00～4:00

天王台東|天王台東児童公園2:00~2:50
天王台西|浅野谷3号公園3:10~4:00
白山|三洋電機社宅入口1:30~2:15
1並木|丸石家具駐車場2:30~3:00
l台田|台田池尻公園3:20~4:00
1根戸|根戸近隣センター2:00~2:40
1つくし野|東急ｼｮｯビﾝグｾﾝﾀー 裏3:00~4:00

岨一目

4
●

18
水

５
・
閲

木

６
・
別

金

■
■
ロ
千
葉
県
で
は
、
小
・
中
・
高
等
枝
、
養
謹
学
校
な
ど
に
在
学
中
の

蝿
あ
び
ご
ヤ
ン
グ
舅
ユ
ー
ジ
ッ
ク
》
蕊
篭
謹
毒
蒙
灘
①
「
と
べ
と
下

フ
塁
ス
テ
イ
パ
紗
溝
燕
睦
撫
灘
織
灘
懲
簾
》

一
第に
日
時
‐
月
帽
日
亘
午
後
１
時
開
演
輔
蕊
霊
灌
蕊
識
揮
蓬
珊
蓬
罐
蕊
療

場
所
市
民
会
館
（
入
場
無
料
）

Ｌ
・
Ｓ
．
Ｄ
＊
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
稲
用
紙
３
枚
以
内
。
一
人
一
点
で

拙
荊
未
発
表
の
も
の
．
独
力
で
の
文
字

ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
の
夏
の
祭
若
者
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
Ｎ
Ｅ
ａ
ｎ
ｄ
ｔ
ｈ
ｅ
Ｐ
Ｒ

粥
．
壽
が
黒
寛
率
生
徒
に
っ

典
「
あ
び
こ
ヤ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
な
演
奏
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
お
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
＊
Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

文
集
蕊
蕊
篭
蒋

ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
。

楽
し
み
く
だ
さ
い
。
当
日
、
会
場
で
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｄ
＊
セ
レ
ク
、
ン
ヨ
ン
＊

９
回
目
の
今
年
は
、
ゲ
ス
ト
バ
は
北
海
道
南
西
沖
地
震
被
災
地
へ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ｕ
Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｅ
＊
亜

プ
等
の
音
声
は
不
可
。

聟
詣
と
鑿
”
皇
簔
▽
実
シ
ゞ
＊
Ｂ
Ａ
ｃ
ｃ
“
裳
廼
Ｄ
唖
●
可
Ｕ
饒
募
羅
鯏
｝
・
周
蜘
圖
薑

ン
ド
に
「
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｌ
２
Ｈ
Ｏ
の
募
金
活
動
を
行
い
ま
す
の
で
、
＊
ん
＊
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｐ
Ｓ

Ｔ
Ｓ
」
と
「
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
」
を
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

子
青
年
会
議
所
が
共
催
し
ま
す
。
Ｕ
Ｓ
Ｓ
＊
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｏ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
※
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

－1

服
部
修
平
（
柴
崎
台
）

◎
布
佐
分
館
Ｉ
油
絵
Ｉ

▼
作
品
・
作
者
デ
ロ
ス
ト
島
罰

号
）
・
献
花
（
、
号
）
・
カ
ル
カ
ッ

ソ
ン
ヌ
（
８
号
）
・
山
荘
（
３
号
）
。
：

深
堀
富
美
子
（
布
佐
平
和
台
）

▼
展
示
期
間
８
月
５
日
か
ら
証

日
ま
で

第馴回露
Ｑ
日
日
●
Ｆ
、
》

１
２水

旭
・
妬

木

l

l

栂
・
”’金

一一一一一一一一一一一－一一一一一一一一一一一一一一

１
１
１
１
１
１
１
１
１

東
葛
パ
ソ
コ
ン
研
究
会
は
、

東
葛
飾
農
業
改
良
普
及
所
が
管

内
で
パ
ソ
コ
ン
を
所
有
し
て
い

る
鰹
業
者
な
ど
に
呼
び
か
け
、

平
成
元
年
８
月
に
ス
タ
ー
ト
。

現
在
の
会
員
数
は
約
釦
名
。
我

孫
子
市
か
ら
は
、
副
会
長
を
務

め
る
岩
井
利
夫
さ
ん
の
ほ
か
４

名
が
参
加
し
て
い
る
。

熱‘鋤閻③
東葛パソコン研究会
我孫子支部

の
皆
さ
ん
。

パ
ソ
コ
ン
で
広
が
る
農
業
者
の
輪
雌
》
謹
聴
報

経
営
分
析
や
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

翠
輔
パ
ソ
コ
ン
研
究
会
は
、
主
な
活
動
に
は
、
普
及
所
で
毎
「
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
し
て
い
る
の
把
握
確
定
申
告
な
ど
に
役
立

錨
飾
農
業
改
良
普
及
所
が
管
月
１
回
行
う
定
例
研
究
会
と
市
内
と
夢
中
に
な
っ
て
し
ま
い
、
気
が
て
い
る
。

で
パ
ソ
コ
ン
を
所
有
し
て
い
の
会
員
だ
け
で
行
う
勉
強
会
が
あ
つ
い
た
ら
深
夜
と
い
う
こ
と
も
し
「
こ
れ
か
ら
も
、
パ
ソ
コ
ン
を

峰
業
者
な
ど
に
呼
び
か
け
、
り
、
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
た
農
業
ぱ
し
ば
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
最
通
じ
て
鰹
業
者
の
輪
を
更
に
広
げ

厩
元
年
８
月
に
ス
タ
ー
ト
。
経
営
の
近
代
化
や
情
報
交
換
な
ど
初
の
頃
は
、
操
作
の
途
中
で
わ
か
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
代
表
の

極
の
会
員
数
は
約
釦
名
。
我
を
活
発
に
行
っ
て
い
る
。
ら
な
く
な
っ
た
り
、
操
作
を
ま
ち
岩
井
ざ
ん
。

手
市
か
ら
は
、
副
会
長
を
務
定
例
会
で
は
、
農
業
簿
記
や
ワ
が
え
て
デ
ー
タ
を
消
し
て
し
ま
つ
▼
代
表
岩
井
利
夫
壷
（
理
０
５

念
岩
井
利
夫
さ
ん
の
ほ
か
４
１
プ
ロ
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
な
ど
の
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」
と
会
員
６
３

'(■Ir
▲ゲスト審査員のたいじ

拙
荊
未
発
表
の
も
の
．
独
力
で
の
文
字

Ｎ
Ｅ
ａ
ｎ
ｄ
ｔ
ｈ
ｅ
Ｐ
Ｒ

粥
．
壽
が
黒
寛
率
生
徒
に
っ

Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
＊
Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

文
集
蕊
蕊
篭
祗

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｄ
＊
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
＊

Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ｕ
Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｅ
＊
亜

プ
等
の
音
声
は
不
可
。

、
＊
Ｌ
Ａ
…
＊
Ｋ
〆
募
羅
鯏
｝
・
周
加
圖
釜
ゞ

＊
ん
＊
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｐ
Ｓ

＊
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
Ｙ

Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ

※
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

伽
想
品
雛
端
畷
縦
鞠

▼
ゲ
ス
ト
バ
ン
ド
＊
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｌ

２
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
＊
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｃ

》
ゲ
ス
ト
書
＊
慣
に
今
わ
轆
作
蓬
引
轤
蕊

Ｋ
Ｅ
Ｔ悪
童
鳥
謹
さ
絵
星
雲
壷
Ｉ
・
言

中
央
区
市
場
町
１
の
１
、
県
庁
県

（
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
）

▼
問
い
合
わ
せ
社
会
教
育
課
３
）
２
０
６
９
へ

り
ノ
ソ
コ
ン
を
和
尿
し
た
職
藻

経
営
の
近
代
化
や
情
報
交
換
な
ど

を
活
発
に
行
っ
て
い
る
。

定
例
会
で
は
、
農
業
簿
記
や
ワ

ー
プ
ロ
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
な
ど
の

ソ
フ
ト
に
つ
い
て
、
外
部
識
師
を

招
い
た
り
会
員
同
士
で
教
え
合
い

な
が
ら
、
真
剣
に
パ
ソ
コ
ン
と
取

り
く
ん
で
い
る
。
同
じ
艇
業
者
と

い
う
こ
と
で
作
物
や
農
業
経
営
に

関
す
る
話
題
に
は
花
が
咲
く
。
ま

た
、
毎
定
例
会
ご
と
に
地
域
の
話

題
や
農
業
技
術
情
報
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
「
東
葛
パ
ソ
コ
ン
研
究
会

一
三
ｌ
ス
」
（
Ｂ
４
判
）
を
輪
番
制

で
発
行
。
編
集
は
も
ち
ろ
ん
パ
ソ

コ
ン
で
あ
る
。

０
６
１
７
９
４
６
４
１
７
１
９
↓
’
９
↓
’
９
０
’
９
０
６
Ｊ
７
ｆ
９
６
Ｉ
７
０
０
’
９
０
●
９
１
４
４
，
０
４
Ｉ
７
７
９
ｊ
４
Ｉ
１
９
１
’
１
４

一
Ｉ
謬
り
ま
す
’

一
▼
有
料
で
＊
エ
レ
ク
ト
ー
ン

一
〈
鈴
木
念
（
理
８
９
５
８
〉
＊

一
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
（
テ
ー
プ
釦
巻

一
付
）
〈
渡
辺
壷
（
艶
）
４
５
１
３
〉

一
▼
無
料
で
＊
歩
行
器
〈
佐
藤
壷

一
（
配
）
４
６
０
５
〉
＊
ラ
ジ
カ
セ

一
〈
渡
辺
霊
（
躯
）
４
５
１
３
〉

一
Ｉ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
’

一
＊
２
段
ベ
ッ
ド
〈
小
野
塚
垂
（
鋤
）

＝‐◆一

一
⑦
③
⑤
⑮
⑳
③
⑪
③
⑪
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文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。

締切は毎月13日(必着)。ハガキで1人1作に限

ります。

応募先我孫子1858市役所広報広聴課

短歌 俳句

山本寛太選 染谷杲径選

雄
た
ち
て
あ
た
り
の
し
じ
ま
戻
り
来
ぬ
沼
に
降
り
ゆ

く
夏
草
の
道
宮
島
梅
子

ふ
れ

知
床
の
岬
め
ぐ
れ
る
入
り
観
光
船
の
水
脈
を
染
め
つ

つ
夕
陽
落
ち
ゆ
く
後
藤
美
智
子

Ｊ
Ａ
の
バ
ザ
ー
に
出
す
べ
く
夏
野
菜
朝
早
く
よ
り
夫

と
糖
出
す
新
堀
孝
女

葦
切
の
し
き
り
に
啼
け
る
沼
の
辺
に
つ
ま
呼
ぶ
ら
む

か
基
の
鴫
け
る
は
三
谷
和
夫

椀
ぎ
た
て
の
曲
り
し
胡
瓜
の
一
夜
猿
食
め
ば
さ
く
き

く
夏
の
香
の
た
つ
渡
辺
万
里

合
格
の
報
せ
の
葉
書
読
み
上
げ
ぬ
病
み
つ
つ
待
ち
佗

ぶ
わ
が
老
母
に

小
出
礼
子

総
代
を
務
め
し
折
に
造
営
せ
し
社
に
記
さ
る
る
吾
が

名
ま
ぱ
ゆ
し
岡
田
清
一

手
賀
沼
の
岸
辺
に
真
菰
青
々
と
芽
の
伸
び
出
で
て
波

に
ゆ
ら
る
る

奥
理
史
江

縁
先
を
覆
ひ
て
垂
る
る
小
手
毬
の
花
房
土
産
に
手
折

り
て
呉
る
る

須
釜
責

病
む
父
の
快
癒
願
ひ
て
祈
る
ら
し
娘
は
佛
前
に
身
動

ぎ
も
せ
ず
野
崎
久
子

も
や綱
の
気
の
は
っ
か
に
揺
れ
ぬ
夏
の
蝶
宮
腰
多
加
雄

新
盆
や
墓
に
訊
ね
て
み
た
き
こ
と
壁
谷
千
慨
子

春
葱
を
括
る
頭
正
の
小
鳥
髄
松
浦
白
梅

の
ぼ
り

水
神
の
幟
は
た
め
く
青
田
風
篠
田
ま
さ

黒
南
風
の
吹
き
て
海
猫
う
き
沈
む
公
手
孝
嗣

日
焼
け
し
て
女
人
夫
の
声
尖
る
前
田
は
る

渡
し
舟
日
傘
二
つ
を
乗
せ
て
ゆ
く
田
中
栄
太
郎

異
な
れ
る
青
田
の
青
に
追
肥
す
る
野
口
こ
う

と
ん
ぽ
う
の
群
の
ち
ら
ば
り
沼
暮
る
る
泉
黄
久
子

き
』
つ
喜
雨
到
る
島
の
太
樋
皆
奏
で
酒
林
保

梅
雨
晴
間
碁
を
打
つ
音
の
ひ
び
き
け
り
和
田
正
邨

芝
庭
の
色
の
深
ま
る
夕
立
あ
と
斉
藤
幸
子

４
２
３
６
〉
＊
ラ
イ
カ
（
カ
メ
ラ
）

〈
関
根
壷
（
鯛
）
２
４
３
６
〉
＊
ピ

ア
ノ
〈
山
崎
電
（
理
３
６
４
５
〉

▼
申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
直
接

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
コ
ー
ナ
ー
掲
載
は
市
民

生
活
課
消
費
生
活
係
で
電
話
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
消

費
生
活
係
壷
（
蓮
１
１
１
１

、

／

／＝＝

｜

’
l

l
l

、

ひ

ろ

ば

－一盲一一一一一一一一一一

’

鞠 民



虜

我
孫
子
駅
北
口
か
ら
徒
歩
約
加

分
。
西
消
防
署
つ
く
し
野
分
署
の

北
西
に
位
証
す
る
の
が
、
つ
く
し

野
西
自
治
会
（
右
図
参
照
）
。

現
在
、
会
員
数
は
１
９
５
世
帯

（
、
班
）
・
ほ
と
ん
ど
が
東
京
方
面

に
通
勤
す
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
。

今
回
は
、
会
長
の
浜
田
修
子
さ

ん
は
じ
め
、
役
員
の
方
７
名
に
自

治
会
の
お
話
を
伺
っ
た
。

「
こ
こ
は
、
昭
和
弱
年
に
民
間
業

者
が
宅
地
開
発
し
、
同
時
に
入
居

ご
輸
噸
騰
尋
鶴
野
諭
鵠

入
居
当
時
に
比
べ
言
、
ス
ー
パ
ー

び
ゃ
商
店
も
増
星
、
買
い
物
を
す
る

第858号(5)1993 8．1 一

一一

（
仮
称
）
新
木
地
区
近
隣
セ
ン

タ
ー
の
起
工
式
が
７
月
２
日
（
金
）
、

大
井
一
雄
市
長
、
市
議
会
謎
員
は

じ
め
地
元
住
民
等
如
名
が
出
席
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
新
木
小
学
校

完
成
は
来

（
仮
称
）
鰯
齢

一
あ
び
こ
あ

＃

年
３
月
の
予
定

誕
噸
が
起
工

一

け

に
も
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

保
育
園
や
小
中
学
校
、
消
防
署
、

交
番
を
は
じ
め
、
昨
年
完
成
し
た

西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
公
共
施

設
の
整
備
は
特
に
進
ん
で
い
ま
す
。

近
く
に
は
病
院
も
あ
り
、
皆
さ

自治会れ
こ
れ
〒
１
１

に
隣
接
し
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
り
２
階
建
て
。
延
床

面
識
９
１
３
平
方
メ
ー
ト
ル
。

１
階
は
多
目
的
ホ
ー
ル
・

和
室
、
２
階
は
図
番
室
・
会

議
室
が
あ
り
、
館
内
は
高
齢
一

者
や
障
害
者
な
ど
体
の
不
自

由
な
方
に
も
気
軽
に
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
が
設
種
さ
れ
て
い
る

の
も
特
徴
。
新
木
地
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
で
は
、
地
域
の

活
動
拠
点
と
し
て
多
く
の
方
に

利
用
し
て
い
た
だ
げ
る
施
設
に

し
た
い
と
期
待
を
ふ
く
ら
ま
せ

て
い
ま
す
。
完
成
は
来
年
３
月

の
予
定
で
す
。

’一

画

ん
安
心
し
て
生
活
が
で
き
ま
す
。

行
率
は
、
毎
年
７
月
に
行
わ
れ

る
〃
つ
く
し
野
夏
祭
り
″
が
最
大

の
イ
ベ
ン
ト
。
つ
く
し
野
地
区
の

６
自
治
会
、
子
供
会
等
合
同
で
開

催
さ
れ
、
こ
の
祭
り
に
は
５
年
前

教
育
委
員
会
で
は
、
「
我
孫

子
市
史
・
近
世
筋
」
（
通
史
）

編
集
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
ほ

ど
市
史
資
料
「
近
世
締
、
二
Ｂ

’ 「
近
世
篇
Ⅲ
」
好
評
頒
布
中

我
孫
子
市
史
資
料

~

房ワ

あ

び
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。
つ
く
し

野
４
号
公
園
を
会
場
に
子
供
達
は
、

神
典
を
か
つ
ぎ
大
人
は
お
も
ち
ゃ

を
出
店
、
有
志
が
バ
ザ
ー
を
開
き
、

持
ち
寄
っ
た
手
作
り
の
膝
細
工
や

手
芸
品
を
販
売
。
そ
の
収
益
金
は
、

市
内
の
福
祉
団
体
に
寄
付
し
て
い

ま
す
。
夜
の
盆
踊
り
で
は
、
夏
の
夜

空
に
威
勢
の
い
い
や
ぐ
ら
太
鼓
が

鳴
り
響
き
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
み
ん
な
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
地
区
も
世
代
交
代
が
進
み
、

如
代
中
心
の
世
帯
が
多
く
な
り
、

街
の
中
も
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
が

漂
う
、
大
人
の
街
に
変
わ
り
つ
つ

あ
り
ま
す
」
。

▼
会
長
浜
田
修
子
つ
く
し
野

５
の
巧
の
１

５
判
・
７
８
６
頁
・
５
０
０
０
円
．

写
真
）
を
刊
行
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
猫
世
紀
か
ら
四
世
紀

中
期
ま
で
の
資
料
か
ら
「
治
政
一

こ
で
の
査
料
か
ら
「
治
政
」

「
村
政
」
「
租
税
」
「
災
害

と
救
助
」
に
関
す
る
査
料

２
０
０
点
余
り
を
収
録
。

当
時
の
我
孫
子
市
域
の

社
会
、
経
済
分
野
を
知
る

う
え
で
蛍
重
な
賓
料
と
な

っ
て
い
ま
す
。

「
治
政
」
で
は
、
近
世
封

建
領
主
制
社
会
に
お
け
る

国
家
権
力
機
雛
が
、
農
村

と
農
民
の
統
論
に
必
要
と

し
た
各
諏
の
法
令
、
統
制

指
示
、
伝
達
な
ど
の
動
向

あ

れ
［

や
対
応
に
注
目
。
「
村
政
」
に

お
い
て
は
、
近
世
村
落
共
同
体

の
内
容
を
う
き
ぼ
り
に
し
た
。

「
租
税
」
は
、
近
世
地
方
鰻
村

の
租
税
割
付
け
、
徴
集
、
収
納

等
の
か
か
わ
り
を
分
析
し
ゞ
ざ

ら
に
「
災
害
と
救
助
」
で
は
、

地
方
産
業
や
農
村
民
た
ち
の
労

働
生
活
を
さ
ぐ
る
中
で
、
自
然

災
害
の
発
生
に
対
す
る
被
害
調

査
、
救
助
対
策
な
ど
を
興
味
深

く
褐
戦
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
郷
土
史

研
究
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
市
史
編
さ
ん
室

査
（
顕
）
１
１
５
１
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ

’
れ

丁
0

ｌ
ｌ
ｌ
あ
び
こ
あ
れ
こ
れ
〒
１
Ｊ

’ 青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
派

遺
さ
れ
る
西
山
誠
さ
ん
（
訓
歳
．

束
我
孫
子
）
と
鎮
目
麻
希
子
さ

ん
（
諏
歳
・
湖
北
台
）
〈
写
真
〉

は
、
と
も
に
我
孫
子
高
校
出
身

で
任
国
へ
の
出
発
に
先
立
ち
７

月
２
日
（
金
）
大
井
市
長
・
中
村

教
育
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

こ
の
訪
問
に
対
し
、
大
井
市

長
は
、
「
健
康
に
留
意
し
、
２
年

間
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激

励
し
、
２
人
に
記
念
品
を
贈
り

ま
し
た
。

西
山
さ
ん
は
タ
ン
ザ
ニ
ア
の

中
学
校
で
理
科
を
教
え
る
た
め

７
月
週
日
に
、
鎮
目
さ
ん
は
、
ボ

リ
ビ
ィ
ア
で
看
謹
医
療
を
指
導

す
る
た
め
、
７
月
晦
日
に
成
田

空
港
か
ら
任
国
先
へ
向
け
、
元

気
に
出
発
し
ま
し
た
。

冑
年
海
外
協

力
隊
を
激
励

魅
力
あ
る
街
づ
く
り
を
ｒ
向
胤

快
適
で
魅
力
あ
る
景
観
づ
く

り
や
我
孫
子
ら
し
い
景
観
の
創

造
を
目
指
し
、
７
月
週
日
（
火
）

に
第
１
回
景
観
形
成
懇
話
会

（
写
真
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
懇
話
会
は
、
市
が
現
在
策

の商オ氷
現店と今
状街市回
を、街は
写住地、
真宅の空
を地状か
使等態ら
つ、や見
て各駅た
検地前斜
討域の面

‐
・
些
垂
三
三
一
一
た
だ
く
も
の
で
す
。

景
観
形
成
懇
話
会
を
開
催

密

鰯
■■

つ定
い中
ての

、景
市観
民形
の成
代基
表本
者計
と画
学に

し
ま
し
た
。

今
後
へ
緑
地
の
保
全
や
住
宅

地
・
商
店
街
等
、
各
地
域
ご
と

に
調
和
の
と
れ
た
街
づ
く
り
の

指
針
を
作
り
、
指
導
の
方
法
を

検
討
し
て
、
来
年
３
月
に
は
報

告
書
を
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

識
経
験
者
に
よ
り
検
討
し
て
い

⑫あのころの

二手

’ Ⅷ
駒

馴
酬
淑
雛
齢
卿
漣
罫
比
鍬

平
成
５
年
度
「
ま
ち
づ

び 〃

こ

つ《砂野苔迩

あ
れ ６

月
溺
日
（
且
、
布
佐
平
和
自

治
会
（
会
長
・
井
手
順
二
郎
）
と
つ

く
し
野
合
建
築
協
定
委
員
会
（
委

員
長
・
井
上
保
）
に
、
平
成
５
年

度
ま
ち
づ
く
り
月
間
「
ま
ち
づ
く

り
功
労
者
」
と
し
て
建
設
大
臣

か
ら
表
彰
さ
れ
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
建
築
協
定
の
有
効
期

間
が
過
ぎ
る
と
同
意
が
得
ら
れ
ず

に
失
効
し
て
い
る
地
区
が
多
い
な

か
、
両
団
体
は
昭
和
髭
年
及
び
昭

和
弱
年
に
建
築
物
の
敷
地
や
繊
造
、

形
態
等
に
つ
い
て
建
築
協
定
を
締

結
以
来
、
継
続
し
て
良
好
な
住
環

境
の
維
持
に
努
め
て
い
る
功
繊
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

に
感
謝
状

く
り
功
労
者
」

~

’

つ
つ
あ
る
。
Ｉ
つ
く
し
野
西
自
治
会
Ⅱ

い
た
大
人
の
街
へ
ど
変
わ
り

世
代
交
代
の
時
期
。
落
ち
着



＝_－一 、

(6)あび
一
』 1993．8．1

第858号
｜
’

’■■

す 空家が出火場所となり火災が発

生する事例が増えています。この

ようなことから市では、空家の所

有者および管理者の方に次の措置

を講じ、適切な管理をしていただ

くようご協力をお願いします。

①むやみに人が出入りできないよ

う施錠する②周囲には可燃性の

物品を放置しない⑧ガスおよび

電気は確実に遮断する④危険物

品および枯れ草等は除去する

※みなさんがお住まいの身近な場

所で、危険性があると思われる物

件がありましだら、消防本部へご

連絡ください。

少問い合わせ消防本部予防課査

(84)0119

こ
や
か
ち
や
ん

や

TI〃づ

し出願受付8月15日(日)まで

し対象県内在住の18歳以上の方

し願書の請求ハガキまたは電話

で〒261干葉市美浜区若葉2－11

放送大学本部狂043(276)5111へ

⑳⑤⑭圃慰１
１

▼染谷保様（天王台）から心身障

害者福祉作業所「みずき」｜こと10

万円の寄付がありましだ。

ゥ社会福祉事業墓金にと円立精機

(株)文化体育委員会様からセイキ

ファミリーデーのチャリティーバ

ザーの収益金4万7000円、レスト

ランあかさかもへ様（中峠台）か

ら1万298円、合村慶之助様（並

木）から第10回あやめまつりの収

補令5000円の寄付がありました。

▼パチンコフラミンゴ様（つくし

野）から簡易マザーズホームひま

わり園にとカメラの寄贈がありま

しだ。

|’回回国□’

し日時・場所8月8日(日)午後

1時30分、湖北地区公民館

レテーマ奈良時代、東大寺に勤

務しだ我孫子市出身者について

し講師西嶋定生氏…東京大学名

奮教授（受講無料）

医問い合わせ星野盃(88)1049

8月10日は道の日。道路は車で

走るだけでなく、災害から私だち

を守る大切な役割を果たします。

皆さんも道路は大切にしましょう

＝道路課＝

回 回｡□
’ ’
少期間11月14日(日)から21日

(日)まで（ただし、15日(月)は休

館）

惨場所市民会館

し資格18歳以上の市内在{主、在

勤、在学者

修部門・規格洋画、日本画、水

墨画（10号から50号）、彫刻等で

未発表作品に限ります。

シ費用1000円（1人1点に限る）

し応募方法9月30日(木)までに

所定の応募用紙（市役所本庁、各

支所、行政連絡所、教育委員会で

配布）で。

シ問い合わせ我孫子市美術家協

会鈴木壷(82)0900へ

鯛
墾
Ｓ
月
繍
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惨日程毎月第2．4土曜日午後

1時から3時

し場所中央公民館

伝対象盆栽の好きな方で男女は

問いません

し定員先着20名

惨費用入会金2000円（年会費80

00円は前・後期で納入）

し申し込み・問い合わせ電話で

我孫子盆栽友の会野口壷(82)1733

舐

’日時・場所8月3日(火)午後

4時から8時、身体障害者福祉セ

ンターグラウンド(雨天の場合は、

あらき園内に変更）

し内容盆踊り、作業作品展示販

売、模擬店（綿菓子、おでん、焼

きそば、かき氷、ヨーヨーほか）

伝問い合わせ身体障害者福祉セ

ンター念(88)0141またはあらき園

恐(88)4188

鞍

’

空家の管理は万全に弓道教室
市職員募集
市では、平成6年4月1日

採用予定者を募集しています。

し受付期間8月10日(火)ま

での午前9時から午後4時

(土・日曜日は除く）

惨受験手続き人事課で交付

する試験申込書に必要事項を

自筆で記入のうえ、所定の書

類を添付して本人が直接人事

課へ提出。

し試験日8月29日(日）

し試験会場我孫子中学校

※受験資格等詳しくは人事課

へ盆(85)1111内線232

▼採用職種・予定数

職種

一
般
行
政
職

作業療法士

生活指導員

保田

消防士

給食調理員

技
術
職

土木

建築

電気

採用予定数

3名

1名

2名

1名

1名

3名

4名

3名

若干名

やまざきなるみ

山崎成美ちゃん
(湖北台・1歳2か月）

日程

8月8日旧）

2旧(土）

28日由

29日旧1

9月4日(封

5日旧）

日㈹

12日旧）

18日(土）

19日旧）

場所

湖北高校弓道場

湖北地区公民館

湖北高校弓道場

湖北地区公民館

湖北高校弓道場

時間
一

午
前
９
時
釦
分
か
ら
正
午

平成5年7月1日現在＊世帯数41,150世帯
人口123,529人男61,979人女61,550人
●市役所本庁85-1111●市民図塞館本館84-1110湖北台
●つくし野支所84-8801分館87-3055布佐分館89-1311
●湖北台支所88-0828移動図塞館87-0909

●湖北支所88-2111●都市改造事務所85-1171
●布佐支所89-2358●身体障害者福祉センター88-0141
●教育委員会85-1151●あらき園88-4188
●水道局84-0111●つつじ荘88-0123
●消防暑84-0119●西部福祉センター85-5818
●少年センター84-1900●生活環境課(浄化槽）87-2379
●保健センター87-1131 (ゴミ)87-0015（し尿)88-2547

●市民会館84-3311●近隣センター布佐南89-3740
●公民館中央82－0515天王台北82-9988根戸83-5363
湖北地区88-4433●市民センター寿83-7722湖北

●馬の博物館85-2212台88-9927布佐本館89-1193
●市民体育館87-1155布佐ステーションホール89-5800

節電にご協力を
暑い夏の午後、冷房温度は

28℃を目安に節電を。

=東京電力柏営業所＝

放送大学
｢平成5年度第2学期入学生」

市民卓球大会

剛脛鐺11回記舗齢第4回我孫子オープン
トリプルW卓球大会 道路は大切に

｢8月10日は道の日」

日曜当番医･1週間の行事

ﾃﾚﾎﾝｻービｽB(85)1313
第7ﾛ柵子市細展作品

1⑧
”結婚相談＝寿市民センター10:00～14:00

壷日曜当番医＝テレホンサービス
〃休日鱸歯科診覆日=休日鱸趨科診銅(市民鑓内)9:00～11:30

2月

ろ火

斗水

5木

⑰金

7土

8⑧

9月

1⑪火

Ⅱ水

12木

1芯金

卿士

1s⑧

－日曜当番医＝テレホンサービス

‘薮休日劇急園科誘日=体B鱸歯科診砺(而民錨内)9:00～11:30

童交通事故相談＝市民相談室10:00～15:00
画一心配ごと相談＝保健センター9:00～15:00
〔勇･市民図書館・鳥の博物館・つつじ荘・西部福祉センター休館

〃法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

・消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

〃登記相談＝市民相談室10:00～12:00

彦不動産相談＝市民相談室10:00～15:00

・市役所閉庁(一部の施設は除く）

＝翫淫震逼＝テレホンサービス
〃休日捌急歯科診厩日=休日凱急歯科診緬(市民認内)9:00～11:30

〃家庭の日

《宝消費生活相談＝市民相談室10:0（
〃心配ごと相談＝寿市民センター（
〃宙民図塞館・鳥の博物館・つつじ莊

,15:00

)0～15:00

西部福祉センター休館

ボﾗﾝﾃｨｱ体験ｷｬﾝﾌ゚
夏休み｢籟渦Mあい鱸」

盆栽講座生

少年少女合唱団コーラス｢輔」
｢はずむ心のコンサート」

あらき園身体障害害圃1ｾﾝﾀー
合同盆踊り大会

原爆の日記念行事
干葉県薑察官


